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救
急
体
制
の
改
善
、
年
次
取
得
な
ど

大
幅
増
員
で
働
き
や
す
い
職
場
を

中
央
委
員
会
開
催
し
、
方
針
決
定
　

夜間救急問題で、分会会議を開催した状況などを討論

満場一致で運動方針を採択

　

秋
・
年
末
の
運
動
方
針
を
決

定
す
る
県
医
労
第
１
５
６
回
中

央
委
員
会
が
10
月
15
日
（
土
）、

「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
に
、
岩
手
医
労
連
、
い

わ
て
労
連
、
日
本
共
産
党
の
代

表
が
出
席
、
民
進
党
、
自
由
党

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
○
○
書
記
長
の
提
案

を
受
け
、
午
後
は
夜
間
救
急
体

制
に
関
す
る
学
習
会
を
、
い
わ

て
労
連
○
○
議
長
（
県
医
労
特

別
執
行
委
員
）
を
講
師
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
す
で
に
開
始
し

た
夜
間
救
急
で
の
分
会
会
議

で
、「
朝
帰
り
を
希
望
す
る
声

が
多
く
、
支
部
と
し
て
要
求
し

て
い
く
」、「
当
直
時
間
全
部
を

働
い
て
も
休
め
な
い
。
一
夜
二

勤
務
を
要
求
す
る
」
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
採

用
者
の
退
職
や
、
年
次
取
得
ゼ

ロ
の
実
態
、
労
働
条
件
変
更
で

の
支
部
交
渉
と
協
約
締
結
、
正

循
環
夜
勤
の
体
験
談
、
原
水
禁

世
界
大
会
の
報
告
、
来
年
の
日

本
母
親
大
会
へ
の
要
請
な
ど
も

発
言
さ
れ
、
方
針
は
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
更
正
も
満
場
一
致
で
採

択
。
そ
の
他
の
議
案
と
し
て
、

弔
慰
見
舞
規
程
を
改
正
し
、
水

害
等
で
自
家
用
自
動
車
が
廃
車

に
な
っ
た
場
合
の
お
見
舞
い
金

規
程
の
新
設
が
予
備
提
案
さ

れ
、
来
年
の
定
期
大
会
で
決
定

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
発
動
中
止
を
求
め
る
特
別
決

議
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

正
循
環
の
夜
勤
を
体
験

　
　
し
た
組
合
員
の
発
言

　

病
棟
で
１
人
だ
け
だ
が
、
３

〜
４
ヶ
月
経
過
し
た
。
私
の
身

体
に
は
あ
っ
て
い
る
。
夜
勤
が

す
ご
く
楽
に
な
っ
た
。
準
夜
か

ら
深
夜
勤
務
の
間
隔
が
24
時
間

な
い
の
で
、
病
院
と
私
個
人
が

同
意
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

一
般
的
な
準
夜
、
深
夜
の
２

連
続
で
は
、
二
日
目
の
勤
務
が

す
っ
ご
く
辛
か
っ
た
が
、
こ
の

正
循
環
で
は
、
準
夜
後
、
朝
方

寝
て
夕
方
に
起
き
て
も
、
深

夜
な
の
で
、
す
ご
く
身
体
が
楽

だ
っ
た
。
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米
軍
三
沢
基
地
の
あ
る
青
森

県
三
沢
市
で
、
日
本
平
和
大
会

in 

三
沢
が
、
10
月
22
日
（
土
）、

23
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
全
国
各

地
か
ら
１
，５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
特
に
、
11
月
に
も
新

た
な
任
務
「
駆
け
付
け
警
護
」

な
ど
が
付
与
さ
れ
、
南
ス
ー
ダ

ン
に
派
遣
さ
れ
る
部
隊
が
、
青

森
の
自
衛
隊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
す
る
な
」、

「
戦
争
法
反
対
」
を
大
き
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
大
会
に
な
り
ま
し

た
。
岩
手
か
ら
は
１
０
０
人
を

超
え
る
代
表
団
が
、
県
医
労
か

ら
１
支
部
・
本
部
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
会
一
日
目
は
、
三
沢
基
地

見
学
か
ら
ス
タ
ー
ト
。街
を
フ
ェ

ン
ス
で
区
切
っ
た
先
は
、「
ア
メ

リ
カ
」
で
す
。「
こ
こ
の
Ｆ
16
戦

闘
機
は
、
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
に

行
き
、
イ
ス
ラ
ム
国
へ
の
攻
撃

に
も
行
っ
て
い
る
」「
か
つ
て
は

基
地
の
お
か
げ
で
街
の
繁
栄
も

あ
っ
た
が
、
今
は
シ
ャ
ッ
タ
ー

通
り
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の

説
明
を
聞
き
、身
近
に
あ
る
「
戦

争
」
の
怖
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

午
後
３
時
か
ら
の
開
会
総
会

は
、
会
場
と
な
っ
た
三
沢
市
公

会
堂
大
ホ
ー
ル
が
全
国
の
参
加

者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
国
会
議

員
と
し
て
、
先
の
参
議
院
選
挙

で
野
党
統
一
候
補
と
し
て
当
選

し
た
沖
縄
の
伊
波
洋
一
議
員（
沖

縄
の
風
）、
青
森
出
身
で
東
北

比
例
代
表
の
高
橋
千
鶴
子
議
員

（
日
本
共
産
党
）、
地
元
青
森
の

野
党
統
一
候
補
・
田
名
部
生
匡

代
議
員
（
民
進
党
）
が
あ
い
さ

つ
し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
自
衛
隊
員
、
現

役
自
衛
官
の
母
親
が
南
ス
ー
ダ

ン
へ
の
派
遣
反
対
を
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
米
軍
基
地
撤
去
な

ど
各
地
の
取
り
組
み
が
横
断

幕
、
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど
と
い
っ

し
ょ
に
壇
上
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
分
科
会
と
デ
モ
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

総会開会前に東北のうたごえのみなさんが歌で歓迎

三沢市内をデモ行進する岩手県代表団

日本平和大会 in 三沢に、1,500人

米軍三沢基地撤去せよ
「駆け付け警護」に派遣するな！

胆沢支部で県議との懇談・議案説明会
　10月７日（金）、胆沢支
部は「OguOguカフェ」で、
県議会議員との懇談・中央
委員会議案説明会・支部執
行員会を17人の参加で開
催しました。日本共産党千
田美津子県議は、「職員が
辞めていかない職場にする
ために」と議会前に胆沢病
院の職場の実態を情報収集
しました。参加者からは、
「休みの日は、動くのが辛
くて外に出られない」「年
次休暇が取れない」など長
時間・過密労働で疲弊した

勤務実態を千田県議に訴え
ました。その後、県医労第
156回中央委員会の議案説
明会をして秋・年末運動方
針を共有しました。
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ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
配
偶
者
の
扶
養

手
当
の
減
額
措
置
は
、
国

よ
り
１
年
長
く
経
過
措
置

期
間
を
考
慮
さ
れ
た
も
の

の
、
手
当
支
給
該
当
者
に

と
っ
て
は
、
賃
下
げ
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま

せ
ん
。
地
公
共
闘
の
知
事

宛
大
型
ハ
ガ
キ
の
取
組
み

や
、
決
起
集
会
に
結
集
し

て
声
を
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

県
人
事
委
員
会
勧
告
が
10 

月
17
日
に
出
さ
れ
、
３
年
連
続

の
月
例
給
・
一
時
金
の
引
き
上

げ
が
勧
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

勧
告
の
主
な
内
容
は
、
①

民
間
給
与
と
の
較
差
（
０
・

１
５
％
）
に
基
づ
き
、
若
年
層

に
重
点
を
置
き
な
が
ら
給
料
表

全
体
の
水
準
を
引
き
上
げ
②

ボ
ー
ナ
ス
を
民
間
の
支
給
割
合

に
見
合
う
よ
う
０
・
１
５
月
分

引
き
上
げ
、
勤
勉
手
当
に
配
分

（
年
間
支
給
月
数
４
・
１
５
月
分

→
４
・
３
０
月
分
）
③
配
偶
者

に
係
る
扶
養
手
当
を
他
の
扶
養

親
族
と
同
額
の
６
，５
０
０
円

と
し
、
子
に
係
る
手
当
額
を

１
０
，０
０
０
円
に
引
き
上
げ

（
２
０
２
０
年
ま
で
段
階
的
に

実
施
）
な
ど
で
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
回
の

勧
告
も
、
月
例
給
は
、
初
任
給

を
は
じ
め
「
若
年
層
に
重
点
を

置
い
た
改
定
」
で
あ
り
、
中

高
齢
層
は
僅
か
な
配
分

（
行
政
職
１
級
で
は
、

初
任
給
及
び
若
年
層
に

１
，５
０
０
円
の
引
き

上
げ
、
そ
の
他
は
そ
れ

ぞ
れ
４
０
０
円
の
引
き

上
げ
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
今
年

度
か
ら
導
入
さ
れ
て
い

る
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
に
よ
る
現

給
保
障
者
の
給
与
回
復

に
は
、
ま
だ
ま
だ
及
ば

ず
、
生
活
実
態
に
見

合
っ
た
改
定
と
は
言
え

　10月14日（金）17：00〜19：30、中央支部
で退勤時間調査を行いました。医師や事務局長
を含む135名が調査に協力してくれました。あ
わせて「安全・安心の医療・介護の実現と夜勤
交代制労働の改善を求める国会請願署名」にも
取り組み、こちらは来院されたご家族の皆さん
にもご協力いただき、225筆が集まりました。

退勤時間調査実施
中央支部

2016年　県人事委員会勧告

３年連続のプラス勧告

県庁座り込みで職場実態を話す○○書記次長（10月12日）

生活改善にはほど遠い内容生活改善にはほど遠い内容
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看護部

上
司
か
ら
の
思
い
や
り
の
言
葉
で
頑
張
れ
る

看
護
指
導
監
と
の
懇
談
開
催  

　

　

10
月
19
日（
水
）、
県
民
会
館

第
５
会
議
室
に
お
い
て
高
橋
看

護
指
導
監
と
看
護
部
会
メ
ン

バ
ー
４
支
部
・
本
部
７
名
が
「
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
に

つ
い
て
」
懇
談
し
ま
し
た
。

　

第
１
５
６
回
中
央
委
員
会
で

「
正
循
環
を
希
望
し
て
４
ヶ
月

に
な
る
が
身
体
が
楽
だ
。
こ
れ

ま
で
の
夜
勤
が
辛
い
も
の
だ
っ

た
ん
だ
と
実
感

し
た
」
と
発
言
が

あ
っ
た
こ
と
を
指

導
監
に
伝
え
、
身

体
に
優
し
い
正
循

環
夜
勤
を
勧
め

て
ほ
し
い
と
訴
え

ま
し
た
。
指
導
監

は
、「
就
業
規
則

上
は
問
題
な
い
。

師
長
も
希
望
す
る

人
が
い
れ
ば
や
っ

て
い
い
と
言
っ
て

い
る
」
と
前
向
き

な
発
言
を
し
ま
し

た
。
夜
勤
は
有
害
で
、
女
性
は

乳
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

か
ら
、
組
合
は
「
正
循
環
」
夜

勤
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

宮
古
病
院
は
、
助
産
師
の
人

員
不
足
に
よ
っ
て
、
三
交
代
勤

務
プ
ラ
ス
待
機
と
い
っ
た
過
密

労
働
が
辛
い
と
い
う
現
場
の
声

で
12
時
間
・
二
交
代
勤
務
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
人

員
が
確
保
さ
れ
、
休
憩
時
間
も

取
れ
ま
し
た
。
し
か
し
病
休
者

な
ど
も
あ
り
、
希
望
の
休
み
が

取
れ
ず
に
再
び
待
機
が
発
生
し

て
い
ま
す
。「
二
交
代
の
長
日
勤

（
８
時
30
分
～
21
時
15
分
）は
、

日
勤
者
の
残
務
を
補
っ
て
超
勤

し
て
も
書
け
な
い
」
と
訴
え
ま

し
た
が
、
指
導
監
は
、「
二
交
代

高橋看護指導監（右から3人目）と懇談する看護部会メンバー

に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

た
結
果
で
業
務
改
善
し
、
二
交

代
の
方
が
良
い
と
い
う
意
見
も

あ
る
」
と
弁
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
指
導
監
は
、「
数
年

前
か
ら
看
護
師
以
上
に
助
産
師

の
採
用
が
定
員
割
れ
で
募
集
し

て
も
応
募
が
な
い
。
責
任
を
感

じ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

組
合
か
ら
は
、
働
き
続
け
る

に
は
、
長
時
間
勤
務
の
二
交
代

勤
務
で
は
な
く
、
増
員
を
し
て

正
循
環
夜
勤
の
シ
フ
ト
を
推
奨

し
て
欲
し
い
と
、
指
導
監
に
伝

え
ま
し
た
。

　
「
師
長
が
か
わ
っ
て
か
ら
、
職

場
の
人
間
関
係
が
ギ
ス
ギ
ス
し

て
き
た
。
委
員
会
な
ど
で
残
っ

て
い
て
も
超
勤
は
書
け
な
い
」

「
書
け
ば『
何
で
こ
ん
な
に
か
か
っ

た
の
？
』
な
ど
と
言
わ
れ
る
」「
師

長
か
ら
の
思
い
や
り
の
言
葉
ひ

と
つ
で
、
私
達
看
護
師
は
頑
張

れ
る
の
に
」
等
々
切
実
な
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。
指
導
監
は「
そ

ん
な
言
い
方
す
る
ん
で
す
ね
。

残
念
で
す
。
働
き
方
を
変
え
て

い
く
に
は
、
師
長
と
み
ん
な
が

一
緒
に
話
し
合
う
こ
と
が
大
事

で
す
」
と
答
え
ま
し
た
。
さ
ら

に
、「
今
更
で
す
が
並
行
し
て（
組

織
の
）中
の
問
題
に
対
峙
し
な
い

と
根
本
的
解
決
に
は
な
ら
な
い
」

と
見
解
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
で
は
、
職
員
募

集
に
応
募
が
満
た
な
い
状
況
に

つ
い
て
、「
職
員
が
大
切
に
さ

れ
て
い
る
」
と
思
え
る
よ
う
な

職
場
風
土
を
め
ざ
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
が
強
調
で
き
た
の

で
は
？
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

体
に
優
し
い
「
正
循
環
夜
勤
」

二
交
代
制

パ
ワ
ハ
ラ
・
超
勤

看護部会のお知らせ
日時：12月9日㈮　　　
　　　10：30〜15：00

場所：県民会館第5会議室
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憲
法
・
い
の
ち
・
社
会
保

障
を
守
れ
と
10
月
20
日
、
国

民
集
会
が
日
比
谷
野
外
音

楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
約
３
，

３
０
０
人（
県
医
労
６
支
部
・

本
部
19
名
）
が
参
加
し
ま
し

た
。集
会
で
は
、「
下
流
老
人
」

の
著
者
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ

と
プ
ラ
ス
代
表
理
事
の
藤
田

孝
典
さ
ん
が
講
演
。
集
会
後

は
、「
医
師
・
看
護
師
増
や

せ
！
」
な
ど
と
ラ
ッ
プ
調
の

サ
ウ
ン
ド
・
デ
モ
で
銀
座
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

厚労省に向かってシュプレヒコール

サウンド・
デモでパレ

ード

集会の様子とゲストの
藤田孝典さん（右）

憲法・いのち
社会保障まもる

10.20国民集会

雨ニモマケズ
県内5カ所で451筆
「夜勤改善」新署名

花巻、イトーヨーカドー前で

　岩手医労連は、2016年秋「いのち守るキャラバン
行動」として10月８日正午から、県内５地域で一斉宣
伝署名のとりくみを行いました。雨ふりにも関わらず、
59名が参加。県医労からは７支部・本部20名が参加
しました。

奥州、コープアテルイ前で

上＝釜石、マイヤ前
中＝一関、コルザ前
下＝盛岡、大通り
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登
山
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

晴
天
に
恵
ま
れ
、「
県
医
労
登
山
」開
催  

　

岩手医労連青年部定期大会

　

10
月
１
日（
土
）、
岩
手
・
宮

城
・
秋
田
の
３
県
に
ま
た
が
る

栗
駒
山（
１
６
２
６
ｍ
）に
６
支

部
・
本
部
13
名
が
登
り
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、

多
く
の
登
山
客
で
す
で
に
駐
車

場
は
満
車
状
態
。
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
登
山
口
ま
で
の
移
動
に
な

り
ま
し
た
。
登
山
口
で
、
県
医

労
の
参
加
者
全
員
で
安
全
確
認

を
し
て
か
ら
栗
駒
山
山
頂
を
め

ざ
し
ま
し
た
。

　

家
族
連
れ
で
参
加
し
た
組
合

員
の
子
ど
も
達
は
さ
す
が
に
元

気
で
、「
し
り
と
り
ゲ
ー
ム
」

を
し
な
が
ら
、
急
な
坂
道
も
身

軽
に
す
い
す
い
登
っ
て
行
き
ま

し
た
。
登
山
道
入
り
口
付
近
の

紅
葉
は
、
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
し
た
が
、
山
頂

に
近
づ
く
に
つ
れ
、
鮮

や
か
な
紅
葉
が
一
面

に
現
れ
、
多
く
の
登
山

者
が
歓
声
を
上
げ
な

が
ら
写
真
を
撮
っ
て

い
ま
し
た
。
カ
エ
デ
や

ナ
ナ
カ
マ
ド
の
黄
色

や
赤
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
は
、
途
中
く
じ
け
そ

う
に
な
っ
た
気
持
ち

を
後
押
し
し
て
く
れ
、
無
事
全

員
、
山
頂
に
到
着
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

  

山
頂
は
、
座
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
の
が
困
難
な
く
ら

い
、
大
勢
の
人
達
で
賑
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
そ
れ

ぞ
れ
場
所
を
確
保
し
て
、
清
々

し
い
風
が
吹
き
抜
け
る
中
で
、

お
弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。

　

休
憩
後
、
山
頂
の
景
色
を
惜

し
み
な
が
ら
下
山
。
素
晴
ら
し

い
景
色
に
疲
れ
を
忘
れ
、
癒
や

さ
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た

企
画
し
て
下
さ
い
」「
今
回
参

加
し
た
か
っ
た
人
が
来
れ
な
く

て
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。
来

年
も
計
画
し
て
下
さ
い
」
な
ど

と
参
加
者
か
ら
、
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

山頂めざして、一歩ずつ

山頂にて記念撮影

い
っ
し
ょ
に
が
ん

ば
っ
た
よ
！

　岩手医労連青年部は、10月８日（土）に、盛岡市
サンビルで定期大会を開催しました。大会では、
人員不足、 育児時間の人が帰れない（県医労）、師
長も月11回夜勤（一関）、パワハラ、休みが取れな
いなどの職場実態を交流。新役員に県医労から副
部長に○○○○さん（本部青年部委員・二戸支部）、
執行委員に○○○さん（南光支部）を選出しました。
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女性部

　

午
後
か
ら
は
、
支
部
の
女
性

部
活
動
や
職
場
の
状
況
が
報
告

さ
れ
、
超
過
勤
務
の
ほ
か
、
パ

ワ
ハ
ラ
や
メ
ン
タ
ル
の
病
休
者
が

増
え
て
い
る
こ
と
、
人
員
不
足
で

９
回
夜
勤
が
毎
月
発
生
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
度
の
ブ
ロ
ッ

ク
集
会
の
日
程
・
内
容
等
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
今
年
度
の
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。
み
ん
な
で
集
ま
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
交
流
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

　

10
月
１
日
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル

い
わ
て
で
女
性
部
長
会
議
が
開

催
さ
れ
、
９
支
部
・
本
部
14
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
定
期
大
会
後
の
女

性
部
活
動
の
報
告
の
あ
と
、
大

槌
支
部
の
○
○
○
○
さ
ん
か

ら
、「
始
業
前
の
時
間
外
請
求
の

取
り
組
み
」
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。

　

○
○
さ
ん
は
今
年
の
春
ま
で

勤
務
し
て
い
た
宮
古
病
院
で
、

始
業
前
の
超
勤
を
書
く
取
り
組

み
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
承
認
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
労
基
署
に
申

告
。
そ
の
結
果
、
請
求
は
認
め

ら
れ
、
委
員
会
や
会
議
も
時
間

内
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
朝
の
勤
務
時
間
が
業

務
改
善
さ
れ
、
心
と
時
間
に
余

裕
が
で
き
た
こ
と
な
ど
を
話
し

ま
し
た
。
○
○
さ
ん
の
「
み
ん

な
を
巻
き
込
ん
で
や
ら
な
い
と
、

病
院
の
仕
組
み
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
」と
の
言
葉
に
、「
勇

気
を
も
ら
っ
た
」「
お
か
し
い
こ

と
は
、
お
か
し
い
と
言
う
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
」
な
ど

と
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ブロック 担　当 日　程 会　場 内　容

北　部 中　央 11月19日（土） 上田公民館
（盛岡市） アイシングクッキー

中　部 中　部 11月19日（土） 北上市さくら
ホール マーブルアート

南　部 大船渡 11月19日（土） 碁石海岸・
大船渡温泉 碁石海岸　穴通船

三　陸 宮　古 11月12日（土） シートピアなあど アロマキャンドル

〜 日程と内容が決まりました 〜

2016年度女性部長会議  開催

ブロック集会に集まりましょう！

○○さん（中央奥）を囲み話を聞く参加者

　10月13日、岩手医労連女性部第30回定

期大会が県民会館で開催されました。

　大会では１年間の総括、新年度の運動方

針について討論し、各単組から女性部活動

や職場の状況が報告されました。県医労か

らは定期大会で母親大会の歴史を学んだこ

とや函館ツアー、ブロック集会について報

告しました。

　次期役員には、県医労から副女性部長に

○○○○さん（中央）、委員に○○○○さん

（大船渡）が選任されました。

岩手医労連女性部第30回定期大会

働き続けられる職場を
新副女性部長に○○○○さん（県医労）

2016年度ブロック集会日程
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夏
休
み
を
や
っ
と
消
化
し
ま

し
た
。
土
日
に
２
日
つ
け
て
や
っ

と
４
連
休
。
そ
れ
で
も
「
皆
に

迷
惑
を
か
け
て
す
み
ま
せ
ん
」

と
頭
を
下
げ
て
、
休
ま
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
長
く
休
め
る
の

は
限
ら
れ
た
人
だ
け
で
す
。

中
央
支
部
　
に
ゃ
ん
吉
郎

　

　

　

パ
ワ
ハ
ラ
上
司
が
転
勤
し
、

早
６
カ
月
。
前
年
度
ま
で
は
、

毎
日
が
恐
怖
で
出
勤
し
た
く
な

い
日
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
の
び
の
び
と
仕
事
さ
せ
て

も
ら
っ
て
ま
す
。

千
厩
支
部
　
も
あ
ち
ゃ
ん

　

　

　

秋
の
風
が
吹
き
始
め
て
い
ま

す
。
夏
の
終
わ
り
、
寂
し
い
で

す
ね
。

大
船
渡
支
部
　
は
な
ち
ゃ
ん

　

　

　

い
わ
て
国
体
が
終
わ
り
ま
し

た
。
自
分
が
生
き
て
い
る
う
ち

　

皆
さ
ん
は
「
タ

イ
マ
グ
ラ
」
と
い

う
と
こ
ろ
を
ご
存

じ
だ
ろ
う
か
。
ア

イ
ヌ
語
で
「
森
の

奥
へ
と
続
く
道
」

と
い
う
意
味
を
持

つ
地
が
、
岩
手
県

早
池
峰
山
の
麓
（
市
町
村
合
併

に
よ
り
現
在
は
宮
古
市
江
繋
）

に
あ
る
▼
タ
イ
マ
グ
ラ
は
、
第

二
次
大
戦
後
、
10
軒
あ
ま
り
の

農
家
が
入
植
し
、
開
拓
し
た
土

地
で
、
昭
和
63
年
の
年
の
瀬
ま

で
電
気
が
引
か
れ
な
か
っ
た
、

自
然
と
共
存
し
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
厳
し
い
土
地
だ
っ

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃

に
は
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
山
を

去
り
、
向
田
久
米
蔵
・
マ
サ
ヨ

さ
ん
夫
妻
だ
け
と
な
っ
た
。
私

が
就
職
し
て
数
年
経
っ
た
頃
、

「
タ
イ
マ
グ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
映
画
で
、
そ
の
土
地
の

存
在
と
生
活
を
知
っ
た
▼
映
画

で
、
せ
っ
か
く
植
え
た
作
物
の

苗
を
猪
に
一
晩
で
荒
ら
さ
れ
、

に
、
ま
た
、
あ
る
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
の
で
、
見
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
す
ご
い
迫
力
で
、

競
技
の
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
く

て
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

大
東
支
部
　
ぐ
う
た
ら

　

　

　

46
年
ぶ
り
の
岩
手
国
体
。
岩

手
県
に
勇
気
と
感
動
を
く
れ
ま

し
た
。
岩
手
県
選
手
の
こ
れ
か

ら
の
活
躍
に
も
期
待
し
ま
す
。

宮
古
支
部
　
神
無
月

　

　

　

病
棟
再
編
。
ど
う
な
る
こ
と

か
。
超
勤
が
減
る
と
は
思
え
な

い
。
助
け
て
下
さ
い
。

中
央
支
部
　
ち
ょ
び

　

　

　

岩
手
県
の
最
低
賃
金
が
上
が

り
、
心
な
し
か
10
年
前
と
比
べ

て
求
人
の
時
給
は
少
し
良
く

な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
時
給

１
，０
０
０
円
に
は
届
い
て
い

ま
せ
ん
。
労
働
の
価
値
は
今
よ

り
も
も
っ
と
高
く
て
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

南
光
支
部
　
○
○
○
○

翌
朝
、
マ
サ
ヨ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

そ
の
光
景
を
見
て
諦
め
る
の
で

は
な
く
、
も
う
一
度
苗
を
植
え

直
し
、
作
物
は
無
事
育
っ
た
と

い
う
場
面
を
最
近
思
い
出
し
た

▼
今
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

は
、
利
益
優
先
、
効
率
優
先
の

社
会
と
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち

医
療
現
場
の
人
手
不
足
の
問
題

も
こ
の
利
益
と
効
率
優
先
社
会

が
根
本
原
因
だ
▼
さ
ら
に
、
公

務
員
の
賃
金
に
関
わ
る
人
事
院

や
人
事
委
員
会
の
勧
告
は
、
公

務
員
の
責
務
や
過
重
労
働
に
応

え
る
も
の
で
は
な
い
。
診
療
報

酬
の
改
定
も
引
き
下
げ
の
方
向

で
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
状

況
か
ら
、
年
次
取
得
も
ま
ま
な

ら
ず
、
休
日
は
自
宅
で
身
体
を

休
め
る
の
が
精
一
杯
な
状
況
で

組
合
活
動
も
難
し
い
と
思
う
の

も
当
然
だ
▼
し
か
し
、
今
私
た

ち
が
こ
の
酷
い
状
況
を
諦
め
て

は
、
何
も
変
わ
ら
な
い
。
タ
イ

マ
グ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に

私
た
ち
も
新
し
い
苗
を
植
え
続

け
よ
う
。�

（
ひ
）

９
月
号
パ
ズ
ル

９
月
号
パ
ズ
ル

　

９
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
27
名
の
応

募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解
で

し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の
結

果
、
次
の
10
名
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー
ド
を

贈
り
ま
す
。

▪
９
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

　

ぽ
っ
く
ん
は
が
ん
ば
り
ま

す
、
グ
ッ
バ
イ
ア
テ
ン
ザ（
以

上
、
久
慈
支
部
）ら
ん
ら
ん
、

う
ま
っ
こ（
以
上
、
二
戸
支

部
）、
す
い
と
う
、
猫
大
好

き
、
じ
ゃ
が
い
も
の
花
、
ジ
ャ

ス
ミ
ン（
以
上
、
中
央
支
部
）、

○
○
○
○
、
お
月
見（
以
上
、

南
光
支
部
）



11月の予定
４日（金）〜５日（土）
	 災害対策全国交流集会2016 in ふくしま
５日(土)～６日(日)
	 岩手医労連壮年部集会（ホテル紫苑）
11日(金)～ 12日（土）
	 県医労職制組合員集会
12日（土）	 秋の県民集会（公会堂）
	 県医労女性部三陸ブロック集会（シートピアなあど）
12日（土）～ 13日（日）
	 医療と介護にはたらく「非正規労働者の
	 全国交流集会」（神戸）
18日（金）	 県医労秋年末中央決起集会
	 県医労拡大支部長会議（水産会館）
19日（土）	 県医労女性部北部ブロック集会（上田公民館）
	 県医労女性部中部ブロック集会（さくらホール）
	 県医労女性部南部ブロック集会（大船渡温泉）
20日（日）	 いのちと健康を考える岩手県センター・
	 過労死を考えるつどい（岩手県立大学）
23日（水・祝）	 地域医療をまもる運動全国交流集会（東京）
25日（金）～ 26日(土)
	 日本医労連東北地方協・精神病院労組交流集会（山形）
26日(土)～ 27日(日)
	 第61回はたらく女性の中央集会(高知)
	 県医労青年部中央交流会 in 函館                      
	 日本医労連病院給食全国交流集会（滋賀）

1280円
（絵7枚　A2版　59.4x42㎝）

未来をになう子どもたちに

斡旋価格

核兵器のない地球を！核兵器のない地球を！
お申し込みは組合事務室または本部書記局まで

2017カレンダー（大判）2017カレンダー（大判）

CHIHIRO
IWASAKI
CHIHIRO
IWASAKI

2016年
11月18日㈮
10：30～12：00
岩手県公会堂26号

2016年
11月18日㈮
10：30～12：00
岩手県公会堂26号

秋年末闘争要求実現秋年末闘争要求実現
県医労中央決起集会県医労中央決起集会

職場改善のため、団結して声をあげよう！職場改善のため、団結して声をあげよう！

12月の予定

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
―
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

11
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

１日（木）〜２日（金）
	 日本医労連春闘討論集会（伊東）
３日（土）	 第61回はたらく女性の岩手県集会（公会堂）
10日(土)～ 11日(日)
	 岩手医労連36協定・安全衛生委員会担当者会議および
	 組織拡大・共済推進担当者会議（ホテル千秋閣）
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